
第
五
十
八
条
中
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
計
画
」
と
、同
条
第
八
項
中「
六

月
」
と
あ
る
の
は
「
三
月
」
と
、
第
五
十
九
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す

る
前
条
」
と
、
第
七
十
五
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
五
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
五
十
八
条
」
と
、「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
計
画
」
と
、
同
項
第

二
号
中
「
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は「
第
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
一
項
」

と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
六
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
八
条
」と
、

同
項
第
四
号
中
「
第
七
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
十
三
条
第

二
項
」
と
、
同
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
」
と
、第
八
十
九
条
中「
第

九
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
十
二
条
」
と
、
第
九
十
二
条
中「
前
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

五
十
八
条
中
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
計
画
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
六

月
」
と
あ
る
の
は
「
三
月
」
と
、
第
五
十
九
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す

る
前
条
」
と
、
第
七
十
五
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
五
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
五
十
八
条
」
と
、「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
計
画
」
と
、
同
項
第

二
号
中
「
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は「
第
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
一
項
」

と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
六
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
八
条
」と
、

同
項
第
四
号
中
「
第
七
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
十
三
条
第

二
項
」
と
、
同
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
」
と
、第
八
十
九
条
中「
第

九
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
十
二
条
」
と
、
第
九
十
二
条
中「
前
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
節

共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準

（
新
設
）

（
共
生
型
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
の
事
業
を
行
う
指
定
通
所
介
護
事
業
者
等
の
基
準
）

第
百
六
十
二
条
の
二

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
に
係
る
共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
共
生
型
自
立
訓

練
（
機
能
訓
練
）」と
い
う
。）の
事
業
を
行
う
指
定
通
所
介
護
事
業
者
等
が
当
該
事
業
に
関
し
て
満
た
す
べ
き
基

準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
新
設
）

一

指
定
通
所
介
護
事
業
所
等
の
食
堂
及
び
機
能
訓
練
室
の
面
積
を
、
指
定
通
所
介
護
等
の
利
用
者
の
数
と
共

生
型
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
の
利
用
者
の
数
の
合
計
数
で
除
し
て
得
た
面
積
が
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で

あ
る
こ
と
。

二

指
定
通
所
介
護
事
業
所
等
の
従
業
者
の
員
数
が
、
当
該
指
定
通
所
介
護
事
業
所
等
が
提
供
す
る
指
定
通
所

介
護
等
の
利
用
者
の
数
を
指
定
通
所
介
護
等
の
利
用
者
の
数
及
び
共
生
型
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
の
利
用

者
の
数
の
合
計
数
で
あ
る
と
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
指
定
通
所
介
護
事
業
所
等
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
数

以
上
で
あ
る
こ
と
。

三

共
生
型
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
の
利
用
者
に
対
し
て
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
指
定
自
立

訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
所
そ
の
他
の
関
係
施
設
か
ら
必
要
な
技
術
的
支
援
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

（
共
生
型
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
の
事
業
を
行
う
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
等
の
基
準
）

第
百
六
十
二
条
の
三

共
生
型
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
の
事
業
を
行
う
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

者
等
が
当
該
事
業
に
関
し
て
満
た
す
べ
き
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
新
設
）

一

指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
等
の
登
録
定
員
を
二
十
九
人
（
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
等
に
あ
っ
て
は
、
十
八
人
）
以
下
と
す
る
こ
と
。

二

指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
等
が
行
う
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
等
の
う
ち
通
い

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
定
員
を
登
録
定
員
の
二
分
の
一
か
ら
十
五
人
（
登
録
定
員
が
二
十
五
人
を
超
え
る
指
定
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
等
に
あ
っ
て
は
、
登
録
定
員
に
応
じ
て
、
次
の
表
に
定
め
る
利
用
定
員
、

サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
等
に
あ
っ
て
は
、
十
二
人
）
ま
で
の
範
囲
内
と
す

る
こ
と
。

登
録
定
員

利
用
定
員

二
十
六
人
又
は
二
十
七
人

十
六
人

二
十
八
人

十
七
人

二
十
九
人

十
八
人
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